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	応用
	抗原情報
	背景
	短鎖脂肪酸（SCFA）の酢酸およびプロピオン酸によって活性化されるGタンパク質共役受容体と考えられる。SCFAに反応して、レニン分泌を正に調節し、血圧を上昇させる可能性がある（PubMed:23401498）。また、ステロイドホルモンによって活性化され、細胞増殖を制御する可能性もある（PubMed:19389702）。さらに、β-イオノンによって活性化され、嗅覚受容体として機能する可能性もある（PubMed:19389702）。
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	A549におけるPSGRのPSGR抗体を用いた免疫蛍光染色。右側はブロッキングペプチドを添加したサンプル。
	

	PSGR 抗体を使用した Jurkat 溶解物中の PSGR のウェスタン ブロット分析。右側のレーンは合成ペプチドでブロックされています。
	

	PSGR抗体を用いたHepG2溶解液中のPSGRのウェスタンブロット分析

